
25C=□■垣〕 第 3種郵便物認可 一カj〒こ

鷲
峰
山

（標
高
６
８
２
層
）

は
、
地
元
で
は
「じ
ゅ
ぶ
せ
ん
」

「じ
ゅ
う
ぶ
さ
ん
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
宇
治

茶
の
産
地
と
し
て
名
高
い
宇
治

田
原
町
と
和
東
町
に
ま
た
が

る
。
南
山
城
地
域
の
最
高
峰
の

山
で
も
あ
る
。

歴
史
は
古
く
、
７
世
紀
後
半

に
役
行
者
に
よ

っ
て
開
山
さ

れ
、
山
岳
信
仰
の
場
と
し
て
、

大
和
の
大
峰
山
に
対
し

「北
大

峰
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
栄
え
た
。

山
頂
部
は

「空
鉢
峰
」
と
呼
ば

れ
、
金
胎
寺
、
多
宝
塔
、
宝
鐘

印
塔
な
ど
、　
一
部
が
重
要
文
化

財
と
し
て
残
り
、
往
時
を
し
の

ば
せ
る
。

登
山
道
は
宇
治
田
原
町
、
和

東
町
の
双
方
か
ら
い
く
つ
か
あ

る
が
、
今
回
は
山
頂
部
の
あ
る

和
東
町
側
か
ら
の
ル
ー
ト
を
案

内
す
る
。

登
山
口
と
な
る
奈
良
交
通
バ

ス
原
山
バ
ス
停
で
下
車
。

「鷲

峰
山
参
道
」
と
書
か
れ
た
大
き

な
石
碑
を
見
て
原
山
集
落
を
抜

け
る
。
集
落
を
過
ぎ
広
大
な
茶

畑
の
中
を
歩
く
＝
写
真
０
。
茶

畑
を
抜
け
る
と
杉
と
ヒ
ノ
キ
の

樟

馨

情
の
急
坂
に
患
が
切
れ
る

が
、
ゆ

っ
く
り
と
登
ろ
う
。
地

蔵
を
祭

っ
た
休
憩
所
を
見
る
と

傾
斜
は
緩
や
か
に
な
り
、
ち
ょ

う
ど

一
体
み
に
い
い
場
所
だ
。

こ
こ
か
ら
は
山
腹
を
巻
く
杉

林
の
中
を
進
み
、
途
中
に
い
く

つ
か
ベ
ン
チ
も
置
か
れ
て
ゆ

っ

た
り
と
し
た
東
海
自
然
歩
道
を

進
む
。
や
が
て
道
は
右
手
か
ら

来
る
谷
筋
で
方
向
を
変
え
て
、

水
音
を
聞
き
な
が
ら
登
り
と
な

る
。
水
が
切
れ
る
と
最
後
は
何

度
か
の
つ
づ
ら
折
り
を
上
り
詰

め
、
金
胎
寺
の
広
い
参
道
と
出

合
う
。
す
ぐ
に
山
門
が
現
れ
本

堂
が
見
え
る
。

空
鉢
峰
に
向
か
う
前
に
寺
務

所
に
寄

っ
て
休
憩
し
よ
う
。
原

山
バ
ス
停
か
ら
こ
こ
ま
で
約
１

時
間
４０
分
で
あ
る
。

空
鉢
峰
は
山
門
を
出
て
１０
分

足
ら
ず
で
到
着
す
る
。
こ
の
頂

（６
８
２
研
）
か
ら
の
眺
望
は

樹
木
に
覆
わ
れ
期
待
で
き
な
い

が
、
立
派
な
宝
筐
印
塔
の
存
在

感
は
圧
倒
的
で
あ
る
＝
写
真

②
。次

に
三
角
点

へ
向
か
お
う
。

こ
こ
か
ら
４
０
０
研
ほ
ど
北

ヘ

山
道
を
進
む
と
、
左
か
ら
林
道

鷲
峰
山
線
に
出
る
。
こ
の
林
道

を
し
ば
ら
く
歩
く
と
左
手
に
無

線
中
継
所
が
あ
り
、
そ
の
取
り

付
け
道
を
上
が
る
。
そ
こ
か
ら

東

へ
２
０
０
研
ほ
ど
で

一
等
三

角
点
６
８
１
眉
に
着
く
。
そ
の

横
に
京
都
府
内
に
２
カ
所
し
か

な
い

「天
則
占
α

が
あ
る
＝
写

真
０
。
天
文
測
量
で
経
度
や
緯

度
な
ど
位
置
情
報
を
求
め
た
場

所
だ
。
１
８
８
４

（明
治
１７
）

年
に
設
置
さ
れ
た
府
内
に
は
７

山
し
か
な
い

一
等
三
角
点
と
と

も
に
説
明

板

も

あ

る
。

下
山
は
登

っ
て
き
た
ル
ー
ト

を
そ
の
ま
ま
使
お
う
。
時
間
に

余
裕
が
あ
れ
ば
行
場
巡
り
を
勧

め
る
。
岩
場
歩
き
の
経
験
あ
る

人
と
の
同
行
が
望
ま
し
い
。
案

内
図
に
従
い
、
東
の
覗
、
西
の

覗
、
胎
内
潜
、
千
手
の
滝
、
五

光
の
滝
、
護
摩
堂
、
鐘
掛
、
平

等
岩
な
ど
の
岩
壁
を
経
て
行
場

の
辻

へ
戻
る
。
約
２
時
間
の
行

程
で
あ
る
。

歩
行
距
離
約
９

ｏ
３
♂
、
歩

行
時
間
約
５
時
間
。
行
場
巡
り

を
す
る
場
合
は
そ
の
時
間
も
見

て
お
こ
う
。

（日
本
山
岳
会
京

都

・
滋
賀
支
部
　
土
井
文
雄
）

＝
「京
都
の
山
々
」
は
お
わ
り
。

４
月
か
ら
は

「京
都
か
ら
行
け
る

近
江
の
山
々
」
を
月
１
回
、
連

載
す
る
予
定
で
す
。

倅扮りの
③

一

卍金胎寺

一

　

　

・

　

　

　

．

　

．

　

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

Ｎ①

峰山鷲

12 鷲峰山

大峰山と並び栄えた信仰の山

①

■

原山

●

アクセス  JR関 西線
加茂駅から奈良交通バス

和東町小杉行きで、原山

で下車。またはマイカー

孝 義
:´ 利用。原山集落には駐車
す  場あり。
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